
　勉
強
も
部
活
も
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

て
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
両

立
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
が
き
っ

と
あ
な
た
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　楽
し
い
中
学
生
活
を
！

伊
方
町
議
会
議
長

　

小 

泉

　和 

也

　町内中学校３校で入学式

が行われ、46名の生徒が

中学校生活をスタート！！

伊
方議 会 だ よ り
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臨時会が、開催され、上程された議案は、原案のとおり承認・可決されました。

町長の専決処分事項報告（令和３年度伊方町一般会計補正予算（第１０号））

　補正額　２３５，５６８千円　　補正後の額　１０，７５８，３３９千円

町道仁田之浜地区内１号線道路新設工事請負契約の変更締結

　契約の相手方　有限会社堀保組

　変更前　　５３，６８０，０００円　→　変更後　５４，８５４，０００円

　変更理由　事業量変更による増額

町道塩成港線道路改良工事請負契約の変更締結

　契約の相手方　藤川建設有限会社

　変更前　　５１，７００，０００円　→　変更後　４９，３８５，０００円

　変更理由　事業量変更による減額

伊方町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定

　人事院規則の改正に伴い、非常勤職員の育児休業・介護休暇等の取得要件の緩和等の措置を講ずるための

改正。

伊方町職員の特殊勤務手当に関する条例及び伊方町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例制定

　保育に関連する業務に従事する職員の処遇改善を図ることを目的として、処遇改善手当の規定を整備するた

めの改正。

伊方町消防団条例及び伊方町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例制定

　消防庁長官から消防団員の報酬等の基準について通知があったことに伴い、消防団員の処遇改善を行うため

の改正。

伊方町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例制定

　災害弔慰金の支給等に関する法律の改正に伴う改正。

伊方町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定

　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改正に伴う改正。

伊方町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

制定

　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の改

正に伴う改正。

伊方町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律により、放課

後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の改正に伴う改正。

伊方町老人憩いの家条例の一部を改正する条例制定

　地区から老人憩いの家の返還要望があったことに伴う改正。

伊方町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例制定

　国民健康法及び高齢者の医療の確保に関する法律の改正に伴う改正。

組織・機構の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例制定

　事務事業を迅速かつ的確に執行し、町民サービスの向上に資することを目的として、組織・機構の見直しを

実施するための改正。

デジタル庁設置法及びデジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の

整理に関する条例制定

　デジタル庁設置法及びデジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例

の整理を行うための改正。

第６８回定例会が、開催され、条例１６件、補正予算１０件、当初予算１０件、変更契約１件、人事２件、発

議１件、その他３件は、いずれも原案のとおり可決・同意されました。

【主な決定事項】

第５６回臨時会報告 令和４年２月７日

３月定例会の動き 令和４年３月９日〜１６日

条　例
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伊方町一般廃棄物最終処分場整備基金条例制定

　安心・安全で快適な生活環境の構築を図る一般廃棄物最終処分場整備の財源に充てる基金を設置するため

の制定。

伊方町中小企業・小規模企業振興基本条例制定

　小規模企業振興基本法の施行に伴い、同法に基づく小規模企業の振興に関する施策の推進を図るための制定。

伊方町景観条例制定

　景観法の施行及び同法の規定に基づき、本町が策定した伊方町景観計画の運用に関し必要な事項を定める

ための制定。

伊方町港湾整備事業特別会計条例を廃止する条例制定

　伊方町港湾整備事業特別会計の予算を一般会計に一元化し、事業全体の合理化・効率化を図ることを目的

に同特別会計を廃止するための制定。

伊方町温泉施設条例の一部を改正する条例制定

　伊方町健康交流施設亀ヶ池温泉の施設運営の安定化を図るための改正。

令和４年度伊方町一般会計及び特別会計

　広報いかた５月号に詳細を掲載

町道宇和海線道路防災工事請負契約の変更締結

　契約の相手方　藤川建設有限会社

　変更前　　６４，３５０，０００円　→　変更後　８２，８７２，０００円

　変更理由　事業量変更による増額

会　　計　　名 補　正　額 補　正　後

一般会計（第１１号） 925,838 11,684,177

国民健康保険特別会計（第２号）事業勘定

　　　　　　　　　　　直営診療施設勘定

△ 52,032

△ 19,868

1,593,879

457,192

学校給食特別会計（第１号） △ 976 29,598

港湾整備事業特別会計（第２号） 増減なし 73,161

後期高齢者医療保険特別会計（第２号） △ 949 180,185

介護保険特別会計（第３号）　保険事業勘定

　　　　　　　　　  介護サービス事業勘定

△ 1,765

△ 1,757

1,434,538

11,962

公共下水道事業特別会計（第２号） △ 7,182 235,073

小規模下水道事業特別会計（第１号） △ 7,771 66,015

特定地域生活排水処理事業特別会計（第１号） △ 3,161 45,798

水道事業会計（第３号）　収益的支出

　　　　　　　　　　　  資本的支出

△ 3,806

△ 13,640

393,526

190,267

（単位：千円）

当初予算

変更契約

補正予算
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質
問
の
全
文
は
、

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込

ん
で
確
認
で

き
ま
す
。

　

近
年
、
釣
り
客
の
マ
ナ
ー
が
非
常
に
悪

く
、
コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
容
器
や
紙
オ
ム
ツ

な
ど
を
持
ち
帰
ら
ず
、
放
置
し
て
帰
る
者
も
い
る
と
い

う
話
を
聞
い
た
。
町
内
の
釣
り
客
の
ゴ
ミ
問
題
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

　

釣
り
客
の
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
は
、
漁
港
・

港
湾
施
設
に
お
い
て
、
近
隣
住
民
や
漁
業
関
係

者
の
方
々
よ
り
、
持
ち
込
み
ゴ
ミ
の
放
置
に
よ
る
生

活
環
境
へ
の
苦
情
や
情
報
の
提
供
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
町
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
事
案
は
、
直
接
的
な
生

活
へ
の
影
響
及
び
自
然
環
境
の
悪
化
に
対
す
る
要
因
で

あ
る
こ
と
も
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し

て
は
、
事
案
ご
と
に
詳
細
な
状
況
を
確
認
し
た
う
え
で
、

マ
ナ
ー
の
啓
発
や
注
意
を
促
す
看
板
を
町
内
52
箇
所
に

設
置
し
、
特
に
悪
質
な
事
案
に
対
し
て
は
、
地
域
住
民

や
漁
業
関
係
者
と
の
協
議
に
よ
り
、
施
設
内
へ
の
立
ち

入
り
の
制
限
を
示
す
看
板
も
設
置
を
し
て
い
る
。
加
え

て
、
釣
り
客
自
身
の
転
落
事
故
が
多
発
す
る
場
所
に
お

い
て
は
、
安
全
面
を
優
先
し
、
進
入
防
止
柵
で
、
立
ち

入
り
を
抑
制
す
る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
釣
り
人
を
魅
了
す
る
佐
田
岬
半
島
の
特

色
を
損
な
う
こ
と
な
く
ゴ
ミ
問
題
の
解
消
を
含
め
、
釣

り
人
と
近
隣
住
民
が
良
好
な
関
係
を
構
築
し
、
笑
顔
で

交
流
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
、
マ
ナ
ー
向
上
の
啓
発

に
重
点
を
置
き
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。(

町
長)

　
中
に
は
マ
ナ
ー
の
良
い
釣
り
客
も
い
て
、

ゴ
ミ
を
拾
っ
て
帰
る
人
も
い
る
。
そ
の
よ

う
な
釣
り
客
は
評
価
を
し
て
あ
げ
て
、
例
え
ば
、
環
境

美
化
袋
で
拾
っ
た
ゴ
ミ
を
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
入
れ

て
写
メ
を
撮
り
、
役
場
に
送
付
し
た
ら
、
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
、
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
金
銀
銅
メ
ダ
ル
な
ど

を
与
え
て
、
そ
れ
を
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
と
、
町

内
で
は
優
良
な
釣
り
客
と
し
て
特
典
が
受
け
れ
た
り
す

る
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　

釣
り
客
の
マ
ナ
ー
に
対
す
る
評
価
に
関
し
て

は
、
釣
り
客
の
ゴ
ミ
は
、
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

く
の
が
基
本
で
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
帰
る
優
良
な
釣
り
客

を
正
当
に
評
価
し
、
特
典
な
ど
を
付
与
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
釣
り
客
全
般
へ
の
マ
ナ
ー
の
普
及
啓
発
や
改
善

に
効
果
が
で
き
る
一
つ
の
ご
提
言
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
町
で
は
、
本
年
1
月
に
、
「
海
」
を
起
爆
剤
と

監査委員の選任

　門
か ど た

田　光
みつかず

和氏　（九町）
　門田氏は、教育委員会事務局長、財政課長、総務課

長を歴任し、平成２９年３月に伊方町役場を定年退職

されました。

伊方町教育委員会委員の任命

　行
ぎょうてん

天　雅
ま さ し

史氏　（湊浦）
　行天氏は、伊方中学校ＰＴＡ会長、伊方町ＰＴＡ連

合会長、愛媛県ＰＴＡ連合会副会長、愛媛県ＰＴＡ連

合会長などを歴任されました。

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議

　ロシアに対し、軍事力を背景としたウクライナの主権侵害に強く抗議するとともに、政府においては、あら

ゆる外交手段を駆使し、即時攻撃停止と完全撤退を求め、速やかな平和の実現に全力を尽くすよう強く要請。

議会運営委員会の閉会中の継続調査　　　　　　原子力発電対策特別委員会の閉会中の継続調査

議会改革特別委員会の閉会中の継続調査

大
綱
１

釣
り
客
の
マ
ナ
ー
と
ゴ
ミ
問
題

に
つ
い
て

田 村 義 孝 議 員

問
１

問
２

答

答

一 般 質 問

人　事

発　議

その他

ゴミは、各自で
持ち帰りましょう。
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し
た
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
協
議
し
、
事
業
を

展
開
す
る
た
め
に
、
町
職
員
に
よ
る
「
海
洋
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
て
お
り
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
、
議
員
の
ご
提
案
も
踏
ま

え
、
マ
ナ
ー
の
良
い
釣
り
客
を
評
価
す
る
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。　
　
　

 (

町
長)

　
町
内
高
浦
の
御
所
ケ
浜
に
お
い
て
は
、

定
期
的
に
海
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
仕
組
み
が

で
き
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
「
ブ
イ

ア
ー
ト
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
活
動
を
通
し
て
意
識

啓
発
を
行
い
、
S
D
G
s
の
14
番
「
海
の
豊
か
さ
を
守

ろ
う
」
を
実
践
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
、
海
洋
ゴ
ミ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ

て
い
る
か
を
伺
う
。

　

海
洋
ゴ
ミ
に
つ
い
て
の
受
け
止
め
方
と
対
策

に
つ
い
て
は
、
本
町
に
お
い
て
も
、
大
量
の
海

洋
ご
み
が
漂
着
を
し
て
お
り
、
沿
岸
の
環
境
悪
化
に
と

ど
ま
ら
ず
、
水
産
業
や
観
光
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
深
刻

な
問
題
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
対
策

と
し
て
は
、
各
地
域
で
年
数
回
海
岸
清
掃
を
実
施
し
て

お
り
、
令
和
2
年
度
は
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
約
16
ト
ン
、

燃
え
る
ゴ
ミ
約
7
ト
ン
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
約
1
ト
ン
、

計
約
24
ト
ン
を
回
収
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
因
と
な
る

ゴ
ミ
を
減
ら
す
対
策
も
必
要
で
、
伊
方
町
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
広
域
的
な
取
り
組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
引
き
続
き
、
県
の
海
岸
漂
着
物
対
策
推
進
協
議
会

な
ど
と
も
連
携
の
も
と
、
周
知
、
啓
発
に
努
め
る
と
と

も
に
、
住
民
参
加
の
海
岸
や
河
川
等
で
の
清
掃
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
実
施
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 (

町
長)

　
環
境
省
の
事
業
の
中
に
、
「
海
岸
漂
着

物
等
地
域
対
策
推
進
事
業
」
と
い
う
補
助

制
度
が
あ
り
、
海
洋
ゴ
ミ
の
回
収
・
処
理
事
業
、
発
生

抑
制
対
策
事
業
と
し
て
、
補
助
率
9
／
10
か
ら
7
／
10
、

さ
ら
に
、
自
治
体
負
担
分
の
8
割
が
特
別
交
付
税
で
措

置
さ
れ
る
と
い
っ
た
。
か
な
り
の
優
遇
措
置
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
官
民

一
体
と
な
り
故
郷
の
海
を
き
れ
い
に
し
、
次
世
代
に
つ

な
げ
て
い
け
な
い
か
伺
う
。

　

海
岸
漂
着
物
等
地
域
対
策
推
進
事
業
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
町
で
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
こ

の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
海
洋
ゴ
ミ
の
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
令
和
2
年
度
の
実
績
と
し
て
は
、
総
事
業

費
1
2
5
万
4
千
円
で
、
塩
成
海
岸
の
海
岸
漂
着
物
を

回
収
し
、
そ
の
量
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、

漁
業
用
ブ
イ
な
ど
約
1.
6
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、
回

収
し
た
ブ
イ
に
つ
い
て
は
、
「
ブ
イ
ア
ー
ト
」
の
材
料

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
3
年
度
に
つ

い
て
も
、
同
事
業
に
、
総
事
業
費
1
1
4
万
4
千
円
を

か
け
て
、
宇
和
海
沿
岸
の
海
岸
漂
着
物
の
回
収
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
引
き
続
き
、
令
和
4
年
度
も
同
事
業
の

補
助
要
望
を
行
い
、
漁
業
用
ブ
イ
だ
け
で
な
く
、
流
木

に
つ
い
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
地
域
の
方
々
や
関
係

機
関
と
協
力
し
、
環
境
汚
染
防
止
、
自
然
及
び
景
観

の
維
持
、
回
復
を
図
り
、
豊
か
な
自
然
を
後
世
に
残
す

た
め
に
、
海
洋
ゴ
ミ
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 (

町
長)

一 般 質 問

大
綱
２

海
洋
ゴ
ミ
に
つ
い
て

問
１

問
２

答

答

海岸漂着物回収後 海岸漂着物回収前
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現 地 視 察【３月定例会終了後】
　３月１６日、本会議終了後、委員会協議会合同によります、現地調査を実施しました。

　令和３年度に完成した、①町道仁田之浜地区内１号線道路　②伊方中学校太陽光発電設備

③町道鳥津国道線道路　④亀ヶ池温泉復旧工事　4箇所を視察しました。

　３月１６日、本会議終了後、委員会協議会合同によります、現地調査を実施しました。

　令和３年度に完成した、①町道仁田之浜地区内１号線道路　②伊方中学校太陽光発電設備

③町道鳥津国道線道路　④亀ヶ池温泉復旧工事　4箇所を視察しました。

　火災の影響により、休館していましたが、４月１日に温浴施設及び宿泊施設については、ご利

用いただけるようになりました。

　１０時から２１時まで、どなたでもご利用でき、入浴料は、一般（町内者）３００円、一般（町外者）

４００円、小人１００円、３歳未満無料となっております。

　伊方町ホームページでもご確認できますので、ぜひ、行ってみてください。

　火災の影響により、休館していましたが、４月１日に温浴施設及び宿泊施設については、ご利

用いただけるようになりました。

　１０時から２１時まで、どなたでもご利用でき、入浴料は、一般（町内者）３００円、一般（町外者）

４００円、小人１００円、３歳未満無料となっております。

　伊方町ホームページでもご確認できますので、ぜひ、行ってみてください。

亀ヶ池温泉が４月１日（金）から、仮営業を開始しました。

④亀ヶ池温泉④亀ヶ池温泉

③町道鳥津国道線道路平面図③町道鳥津国道線道路平面図②伊方中学校太陽光②伊方中学校太陽光
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委員会（協議会）報告

月　日 委員会（協議会） 概　　　　　　　　　　　　　　要

１月３１日 議 会 運 営 委 員 会 第５６回臨時会の運営について

２月　７日

議 員 全 員 協 議 会

1.	令和３年度伊方町一般会計補正予算（第１０号）概要

2.	町道仁田之浜地区内 1号線道路新設工事請負契約の変更締結について

3.	町道塩成港線道路改良工事請負契約の変更締結について

4.	その他

議 員 全 員 協 議 会

1.	組織・機構の見直しについて

2.	伊方町国民健康保険九町診療所の診療体制について

3.	新型コロナウイルスワクチン接種（３回目）について

4.	伊方町健康交流施設亀ヶ池温泉の再建について

5.	建築基準法に基づく外壁の全面打診調査について

6.	その他

２月２２日 議 会 運 営 委 員 会 第６８回定例会の運営について

３月　２日
議 員 全 員 協 議 会

1.	条例の制定等について

2.	地域巡回バスの利用状況等について

3.	消防団員の処遇改善等について

4.	放射線防護施設の整備について

5.	地域プロジェクトマネージャーの導入について

6.	伊方町新規事業・事業継続チャレンジ支援事業について

7.	伊方町新型コロナウイルス感染症対策休業等支援事業について

8.	町道宇和海線道路防災工事請負契約の変更締結について

9.	伊方町道路草刈り業務委託について

10.	伊方町地域博物館等整備事業の進捗について

11.	亀ヶ池温泉について

12.	繰越明許費について

13.	令和３年度伊方町一般会計補正予算（第１１号）概要

14.	令和４年度伊方町一般会計当初予算（案）の概要について

15.	その他

議 会 運 営 委 員 会 第６８回定例会追加議案について

３月　９日

議 会 運 営 委 員 会 第６８回定例会の追加日程について

議 員 全 員 協 議 会

1.	伊方町温泉施設条例の一部を改正する条例制定について

2.	伊方町地域博物館の運営方針（案）について

3.	その他

議 会 運 営 委 員 会 第６８回定例会の追加日程について

３月１１日
総務文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会
令和４年度各会計予算審議（合同委員会）

３月１６日
総務文教厚生常任委員会協議会

産業建設常任委員会協議会
現地視察（合同）

２月２７日 町生涯学習推進大会

３月２２日 八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合議会（大洲市）

２９日 八幡浜施設事務組合定例議会（八幡浜市）

３０日 県環境監視委員会（松山市）

県町村議会議長会定期総会（松山市）

４月２４日 えひめ南予きずな博「きずなサミット」（宇和島市）

議長の動き（主な内容） 

( 7 )



　今
日
か
ら
一
年
生
で
す
ね
。

楽
し
み
に
か
ざ
っ
て
い
た
ラ

ン
ド
セ
ル
い
よ
い
よ
出
番
で

す
ね
。
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん

つ
く
っ
て
勉
強
に
運
動
に
元

気
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　伊
方
町
議
会
議
長

　

小 

泉

　和 

也

　町
内
小
学
校
５
校
で
入
学

式
が
行
わ
れ
、
45
名
の
児
童

が
入
学
し
ま
し
た
。

三
机
小
学
校

伊
方
小
学
校

九
町
小
学
校

三
崎
小
学
校

大
久
小
学
校

伊
方
議
会
だ
よ
り

６月号
Vol.68

◆ 

発
　
行
　
愛
媛
県
伊
方
町
議
会

◆ 

電
　
話
　
０
８
９
４-

３
８-

２
６
６
２

◆ 

編
　
集
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◆ 
住
　
所
　
愛
媛
県
西
宇
和
郡
伊
方
町
湊
浦
１
９
９
３
番
地
１
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